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奈良県感染症情報センターについて 

１．感染症発生動向調査 

感染症発生動向調査は、平成 11年 4月から施行された「感染症の予防及び感染症の患者に対

する医療に関する法律」（以下、感染症法）の大きな柱に位置づけられています。感染症患者発生

の情報について、正確に把握・分析し、その結果を国民や医療関係者へ的確に提供・公開するこ

とにより、感染症発生の予防や蔓延を防止するため、医師等の医療関係者の協力をうけ、全国的

に実施されています。奈良県でも、奈良県保健研究センター内に奈良県感染症情報センターを設

置し、奈良県感染症発生動向調査事業実施要綱、同要領に基づき調査を実施しています。 

２．調査対象感染症 

感染症発生動向調査の対象となる感染症は、一類感染症（7疾患）、二類感染症（7疾患）、三

類感染症（5 疾患）、四類感染症（44 疾患）、五類感染症（48 疾患）、新型インフルエンザ等感染

症（2疾患）及び指定感染症（なし）です。（H29.7 現在） 

平成 28 年（2016 年）2 月には、WHO の緊急事態宣言を受けて、ジカウイルス感染症（ジカ熱）

が4 類感染症に追加されました。前年からの流行が続いていたブラジルで、オリンピック・パラリン

ピックが開催されることから、国内侵入が懸念されていましたが、輸入例は断続的にあったものの、

国内感染が発生することはなく、県内では輸入例の発生もありませんでした。 

３．奈良県感染症情報センター 

センターでは、医療機関等から報告された患者情報を国へ報告するとともに、疾患別、地域別な

どの疫学的解析を加えて、毎週の奈良県感染症情報（週報）として編集し、奈良県医師会及び保

健所や関係各課の他、教育機関、市町村関係機関、福祉施設等 560 施設を対象に電子メールに

より情報還元するなどして、感染症の予防・啓発に取り組んでいます。奈良県感染症情報には、

「外来状況」（隔週）や「保健研究センターだより」等速報性・専門性の高い記事等を掲載し、中でも、

外来状況は、各地区の担当開業医師が自ら感じ取った情報を還元し、地域における感染症の状

況を伝えるものとして貴重であり、将来の感染症対策にも活用されるものと考えています。また、平

成 26年 5月からは、奈良新聞に感染症に関する記事提供を開始し、月 1回（第二木曜）のコラム、

毎週の感染症発生状況を掲載しています。さらに、国立感染症研究所感染症疫学情報センターが

運営する薬局サーベイランス（http://www.syndromic-surveillance.net/kanjyasuikei/）に参加する

奈良県薬剤師会のご協力により、会員向けホームページ(HP)中に、感染症情報センターHP へのリ

ンク等作成いただくなど、感染症に関する情報提供の機会を増やしています。平成 28 年度中の感

染症情報センターHP アクセス件数は、46,641 件（トップページ及び週報ページ）と、平成 27 年度

(34,523件)より増加しました。 

４．警報・注意報について 

感染症の流行状況について、わかりやすく注意喚起するため、国立感染症研究所が全国の感

染症発生動向調査データから定めた基準を基に「感染症発生動向調査における警報・注意報に

ついて」を定め、迅速に警報・注意報を発令することにより、感染症の拡大防止に努めています。 
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奈良県感染症情報センター 

【警報・注意報の目的】 

感染症発生動向調査の定点把握感染症のうち、流行状況を早期に把握することが必要な疾患につい

て、県内の流行拡大の阻止対策の一つとして、迅速に注意喚起することを目的とします。 

【意味】 

○警報

大きな流行が発生または継続しつつあることが疑われます。 

1 週間の定点医療機関あたりの患者報告数（定点あたり報告数。以下同じ。）が、警報の開始基準

値以上で発令し、終息基準値を下回った場合に、解除となります。 

○注意報

流行の発生前であれば、今後４週間以内に大きな流行が発生する可能性が高いこと、または、流

行の発生後であれば流行が継続していると疑われます。 

定点あたり報告数が、注意報の基準値以上で発令します。 

【基準値】 

警報・注意報レベルの基準値は、これまでの全国の感染症発生動向調査データから、以下のとおり定

められています。 

警報・注意報レベルの基準値 

警報 注意報 

対象疾患 

開始基準値 終息基準値 基準値 

インフルエンザ 30 10 10 

咽頭結膜熱 3 1 - 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8 4 - 

感染性胃腸炎 20 12 - 

水痘 7 4 4 

手足口病 5 2 - 

伝染性紅斑 2 1 - 

百日咳 1 0.1 - 

ヘルパンギーナ 6 2 - 

流行性耳下腺炎 6 2 3 

急性出血性結膜炎 1 0.1 - 

流行性角結膜炎 8 4 - 

※基準値はすべて定点当たりの報告数です。 注意報の「-」は対象としないことを意味します。 

参考 警報・注意報の発令・解除のタイミング図 （例．インフルエンザ） 

（国立感染症研究所 感染症疫学情報センターホームページより） 
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また、奈良県感染症情報センターが発行する週報では、定点医療機関把握対象疾患の発生状況をわ

かりやすく提供するため、定点あたり報告数を色別で表現することとし、警報・注意報レベルの基準値を

参考にして、以下のように、基準と色を設定しています。 

なお、警報発令後に開始基準値を下回った場合は、「流行」色となりますが、警報発令は終息基準値

を下回るまで継続します。 

疾患名 散発 

少し 

流行 

やや 

流行 

流行 大流行 

インフルエンザ 0- 1- 5- 10- 30- 

RS ウイルス感染症 0- 0.5- 1- 2.5- 5- 

咽頭結膜熱 0- 0.25- 0.5- 1- 3- 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0- 1- 2- 4- 8- 

感染性胃腸炎 0- 3- 6- 12- 20- 

水痘 0- 1- 2- 4- 7- 

手足口病 0- 0.5- 1- 2- 5- 

伝染性紅斑 0- 0.25- 0.5- 1- 2- 

百日咳 0- 0.05- 0.08- 0.1- 1- 

ヘルパンギーナ 0- 0.5- 1- 2- 6- 

流行性耳下腺炎 0- 1- 2- 3- 6- 

急性出血性結膜炎 0- 0.05- 0.08- 0.1- 1- 

流行性角結膜炎 0- 1- 2- 4- 8- 

参考：大流行：警報開始基準値、流行：警報終息基準値又は注意報基準値、やや流行：「流行」の半数又は警報

終息基準値、少し流行：「やや流行」の半数又は流行の始まりとして国立感染症研究所疫学情報センターが情報提

供を開始する値 等を参考に設定してます。 

また、その報告数の増減についても、わかりやすく情報提供するため、当該週の定点医療機関患者報

告数合計を、過去５週間の定点医療機関患者報告数の平均値で除して、それを増減率とし、以下の表に

基づき、情報提供しています。 

増減率： （当該週の報告数÷過去 5 週の報告数の平均値－１）×100 

記号 増減率 

急増 �� 150 ≦Ｒ 

増加 � 50 ≦Ｒ＜ 150 

やや増加 � 20 ≦Ｒ＜ 50 

横ばい � -20 ＜Ｒ＜ 20 

やや減少 � -20 ≧Ｒ＞ -50

減少 � -50 ≧Ｒ≧ -100
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